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台灣古典藝術建築設計圖 劉銘侮　作 2000年
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台湾古典芸術建築設計図 劉銘侮　作 2000年
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活的國寶

劉銘侮 陶畫
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人間国宝
劉銘侮 陶画
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    西元1982年，台灣發生了一件震驚全球藝文界的大事，同時也造就了一位閃閃發光的
藝術明星。1980年，劉銘侮的作品運往法國途中，在桃園機場被截留，經海關指出，因係屬國寶級的文物，禁止出口。
    1982年，劉銘侮再送八件作品運往美國，途中在基隆海關又被扣留，並且被控盜運國
寶的罪名，經媒體披露，折騰數月，最後由台灣故宮博物院考古學家一再鑑定，才認為該
批作品，雖屬國寶級的國家重要文物，但係現代人劉銘侮所創作，應予放行。
    從此，劉銘侮大師就被封稱為「活的國寶」。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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　西暦１９８２年、台湾では、全世界の芸術界に驚かせた一大事件が発生した。それと同時に一人の芸術家がその事件によって、その名が大いに馳せてしまった。１９８０年に、劉銘侮は自分の作品８点をフランスに発送する途中、桃園空港の税関で差し止められ、さらに国宝を密輸する罪で訴えられた。後は、マスコミの報道によって、七転び八起を通じて、最後に台湾故宮博物院の考古学家から重なる鑑定を通じて、ようやく該当作品シリーズについて、たとえ国宝級の国家重要文化財とは言え、現代人である劉銘侮氏が自ら創作した作品に属されたために、差し止められる理由が認めず、通関手続きが許可すべきだという判定が下した。従って、それからは、マスター劉が「人間国宝」という大先生の美称に言われるようになった。
フォームの終わり
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劉銘侮 大師檔案

1949 年　生於臺灣，彰化縣(花的故鄉)永靖。

1964 年　拜一代宗師林文賢門下，學習寺廟建築藝術。

1965 年　開始研燒交趾陶。

1970 年　完成全台最大油畫《田單復國》在泰山神箭指揮部。（3米×20米）

1976 年　全台古典美術建築設計比賽第一名。列全台十大寺廟建築師。

1978 年　遷居花蓮，受洗成為基督徒，現為教會長老。
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劉銘侮 マスタのアーカイブ
1949 年　台湾に生まれ、彰化県(花の故郷)永靖。
1964 年　1世代のカリスマ大師　林文賢氏に弟子入り、寺院建築芸術を学んだ。
1965 年　交趾陶の焼き上げ技術の研究が始まった。
1970 年　泰山神箭指揮部にて台湾全島で最大の油絵《田單復国》を完成した。（3米×20米）
1976 年　全台湾古典美術建築設計コンテストの第1位に入賞した。

台湾10大寺院建築士に選ばれた。
1978 年　花蓮に引っ越しした。

洗礼を受けて、キリストの弟子となった。現在では、教会の長老である。
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1980 年  作品被認為是國寶，在桃園國際機場遭到截留，禁止出口。

1982 年　作品再次被基隆海關扣留，被控盜運國寶。

         經故宮博物院鑒定為國寶級的國家重要文物。

         從此被世人稱為「活的國寶」。                

1983 年　在台灣博物館交阯陶大展。

         應聘台灣師範大學，擔任全台灣美術教師研習班教授。

1984 年　副總統謝東閔先生親率文武百官拜訪，褒揚為「人間國寶」。

1987 年　全台灣文化中心巡迴展。

1989 年　釋證嚴上人親率慈濟功德會百名弟子，專程拜訪劉銘侮。
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1980 年  作品は国宝と認識され、桃園国際空港の税関に差し止められた。輸出が禁止された。
1982 年　作品は、再度に基隆税関で差し止められた。国宝を密輸する罪で訴えられた。
故宮博物館からの鑑定を通じて、国宝級の国家重要文化財であることに鑑定された。それから劉銘侮は世間の人々に「人間国宝」と呼ばれた。               
1983 年　台湾博物館に交阯陶の展示会が開催した。台湾師範大学の招聘に応じて、全台湾美術教師の研修クラスを指導する教授となった。
.1984 年　副大統領謝東閔先生が文武百官を率いて訪問した。劉銘侮を「人間国宝」と賞賛してくれた。

1987 年　全台湾の文化センターに巡回展が開催した。

1989 年　釈証厳上人が自らに慈済功徳会百名の弟子を率いて、わざわざ劉銘侮を訪問した。
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1990 年　台北市立美術館特展。

1992 年　台灣領導人和夫人親臨訪問，特頒「活的國寶」封號匾。

1993 年　應邀前往巴西、巴拉圭佈道，並在聖保羅特展。

1994 年　在阿根廷首都大教堂特展。

         蒙阿根廷總統接見，讚為「東方的米開朗基羅」。
1990 年　台北市立美術館の特展が開催した。
1992 年　台湾指導者と夫人が自ら訪問、特に「人間国宝」という

タイトルプラークを劉銘侮に授与した。

1993 年　ブラジル、パラグアイへ行って伝道した。なおサンパウロ市で特展が開催した。
1994 年　アルゼンチン首都大聖堂で、特展が開催した。
         アルゼンチン大統領が自ら接見して、劉銘侮を「東洋のミケランジェロ」と賞賛し
　　　　　た。　　　　　
1995 年　在台北國際陶瓷博覽會宣布研煉寶石釉成功，改稱作品為「寶石陶」。

1996 年　應邀加州大學演講寶石陶燒造藝術。

         外國媒體稱他為MR.FORMOSA。

1999 年　完成台灣第一座寶石陶九龍壁超級大景觀。

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

1995 年　台北国際陶磁器博覧会で、宝石釉を精錬することに成功したことを宣言した。作品の名称を「宝石陶」と改称した。
1996 年　招待に応じてカリフォルニア州大学の招待に応じて、宝石陶燒造芸術を講演した。.        外国のメディアから彼のことをMR.FORMOSAと称した。

1999 年　台湾第一座の宝石陶九竜壁大景観を完成した。

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

2001 年　開始研究寶石釉陶燒油畫。

2005 年　前往美國教會演講，作品被典藏在白宮。

2006 年　研燒「陶畫」成功，開始閉關創作。

2007 年　應邀在上海．劉海粟美術館特展。

2007 年　應邀在北京．中國美術館大展。

2008 年　在台中廣三SOGO美術大廳，首次在台灣發表陶畫特展。

2009 年　全台灣最美麗的私人「劉銘侮美術館」建造落成。

2010 年　2010世博會應邀在上海美術館盛大個展。
2001 年　宝石釉の陶器を焼付する油絵の研究が始まった。
2005 年　米国教会に講演した。作品はホワイトハウスに収蔵された。
2006 年　「陶畫」の焼付に成功した。自宅で作品の創作に専念した。

2007 年　上海．劉海粟美術館の招待に応じて特展が開催した。
2007 年　北京．中国美術館の招待に応じて大展示会が開催した。

2008 年　台中広三SOGO美術ホールに台湾では最初の陶畫特展が開催した。
2009 年　台湾で一番美しい私的「劉銘侮美術館」の建築物が完成された。
2010 年　2010世界博覧会の招待に応じて上海美術館に盛大な個人展が開催した。
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中國水墨畫

1977年劉銘侮畫的中國水墨畫 75X100cm

019

劉銘侮 大師 略傳

東方文藝復興的巨匠
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中国水墨画
1977年劉銘侮が作絵した中国水墨画 75X100cm
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マスター劉の簡略伝記
東洋のルネッサンスの巨匠
       西元1949年，在東方的福爾摩沙，誕生了一位藝術界的曠世奇才–––劉銘侮大師。

劉銘侮是中國大漢皇朝最後一世，後漢隱帝的第三十六代玄孫，他的太祖則是一代名將，清朝黑旗軍統帥---劉永福。

        一八八四年，劉永福打敗了法國海軍而功勳彪柄，然而在八國聯軍施壓下，中國朝廷反而將劉永福貶至台灣協防軍治。

        一八九五年，清廷戰敗給日本，欲將台灣割讓，就一道聖旨命劉永福無條件退兵，劉永福憤慨不從，抗旨與日本海軍激戰六十八天，最後彈盡援絕而退回中國，劉永福立即被扣押軟禁，其子和孫連夜劫持兩艘戰艦離開中國，在台灣海峽和麻六甲海峽一帶淪為海盜。
　　西暦１９４９年、東洋のフルモサで、一人比類のない優れた芸術界の巨匠が生まれたーーーマスター劉である。彼は中国の漢の時代に最後の皇帝であった後漢隠帝の第３６代の玄孫である。また、劉銘侮の太祖は、１世代の名将だった、即ち清朝の黒旗軍の統帥――劉永福である。　

　　１８８４年に劉永福は、フランスの海軍を撃破した偉業を成し遂げたのだが、八国の
聯合軍からの圧力の下で、中国の宮廷から逆に劉永福を降格し、台湾の防衛に協力するような軍職に廻させられた。１８９５年に日本への清の敗北は、台湾を日本に割譲するつもりで、一つの勅令で、劉永福に無条件の撤兵を命じた。劉永福は、かなり憤慨をし、勅令に従わず、日本の海軍と激戦を通じて、６８日が立ってから、最後に弾薬が尽くしたし、援助も途絶えたために中国に引き返って帰国した。帰国した劉永福は、すぐに拘束されて軟禁される身となった。その子と孫は、当日の夜に２隻の戦艦をハイジャックして中国から脱出したのだが、その後には、台湾海峡とマラッカ海峡一帯に海賊となった。
      其孫劉磅礡，後流浪到台灣入贅當地女子，繁衍至今已五代，劉銘侮即為劉永福第四代玄孫。一九四九年，二次大戰剛結束，斯時民生凋敝百廢待舉，劉家也沒落淒慘，劉銘侮此時來到這世界。幼年的劉銘侮可以說，吃不飽穿不暖又體弱多病，父親自他襁褓之時，就遠離他鄉到處尋求再起，而母親獨自一人擔負起養家餬口的重擔。
　　劉磅礡は彼の孫であった。後は、台湾までに放浪な生活をして、台湾当地の女性に婿入りをしてから、今までに５世代にもあった。劉銘侮は、即ち、劉永福の第四代玄孫である。1949年には、第二回世界大戦が終えたばかり、人民の生活が困窮に極めており、なにもかも再建しなければならない時期であった。劉氏一族も没落する悲惨な生活を送っていた。劉銘侮は、ちょうどその時期にこの世に生まれた。幼い時期の劉銘侮にとって、食べるものも足りず、衣服も不足していた。お負けに体が貧弱し、多病であった。劉銘侮の父は、彼が赤ちゃんをしている時に、すでに故郷を遠く離れて、再起の道を探していたのだが、母親は一人独自で家計の重荷を担っていた。
 他的父親在戰前乃是文武全才，受人尊崇的富紳，在戰後家業如山倒的窘境下，招受人間現實環境的唾棄和不屑，正心灰意冷之下，適逢妻子生下一雙兒女，就為兒子取名為「銘侮」，女兒取名為「雪辱」，意即要這雙兒女永記羞侮，並且要洗刷恥辱，將來負起重振家門大業的責任。
　　劉銘侮の父親は、戦前には文武両道に優れた人材であり、人々に尊敬される金持ちという士民紳士のであった。戦後では、家業が山の倒れの如く、頗る苦境に陥いた。その間に世の中での現実環境からの厳しい目付きと嘲笑に耐えていながら、意気消沈をした時に妻が一気に男女二人の赤ちゃんを産んでくれた。それが所以に息子を「銘侮」、娘を「雪辱」と名付けた。その意味としては、この娘と息子は、永遠に恥を覚えて、なお汚名返上をし、将来的に家族の一大事業を盛り返す責任を担ってほしいという父親からの願いを込めていた。
劉銘侮從小就被發現擁有天縱其才的藝術天分，從三歲起就無師自通會畫圖，六歲進入小學讀書，美術比賽就全校第一名，舉凡工藝、木雕、石雕，他都表現出異於常人的能力，十歲時曾經拆下房屋一角和養豬舍，取得材料後，在外面大樹下蓋了一間小房子。
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劉銘侮は、小さい頃から、生まれ付きの優れた芸術才能が持っていることが発見され、

３歳の時に師匠がなかったのに絵を描くことができたし、６歳の時に小学校に入学し、美術コンクールで全校の優勝を獲得した。いわゆる工芸や、木彫り、石彫りなども、彼は優れた才能が表した。１０歳の時に家屋の一角と養豚する畜舎を取り外し、材料を取得した後、外の大きい木の下に一軒の小屋を自ら建てたことがあった。
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       一個巨匠的成長，環境和生活圈的影響是非常的關鍵，劉銘侮生長在美麗的寶島，故鄉永靖是一個秀麗非凡的農莊大花田，到處充滿人情味，在富有濃烈鄉土文化氣息的長年薰陶下，又從小遠赴花蓮東部，因感受到壯麗的高山大海，自然被培養出一個藝術家特有的氣質。
　　　一人の巨匠の成長は、環境と生活圏からの影響が非常に大事な鍵となった。劉銘侮は
麗しい宝島に生まれ、故郷であった永靖も一つ非常に秀麗な農荘であった。至るところには、
人情味が溢れていたし、濃厚な郷土文化の雰囲気から永年に亘って薫陶する環境の下で、また

小さい頃から遠くにあった花蓮東部へ行って、そちらにあった壮麗な高山と大海のムードに影響され、自然的に独特的な芸術家の気魄が持つようになった劉銘侮を育って来た。
 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
    造物者更賦予他一種近乎特異功能的功夫，他可以在一盤散沙中，看到別人看不到的圖樣，他可以在一片樹林裡或一面湖濤中，看到各種他想要的圖紋，更可以在一望煙霧或一抹彩雲中，得到永無止境的靈感。
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     万物創造の神も、さらに彼に一種の超能力に近い才能を与えた。彼は一皿の散らばっていた砂の中に、ほかの人には見えない図案を見つけ出すことが出来、さらに大きな森の中にあるいは、広い湖泊の中に彼が欲しがっている各種の図形と紋路を見つけ出すことができる。 さらに一目で眺められる煙や霧、あるいは、一塊の彩色の雲から無限のインスピレーションを得ることができる。
劉銘侮因獨衷於藝術，從小就投入舉世最艱難的，台灣古典寺廟建築的領域裏去苦學，拜入當時名滿全台的造廟第一大宗師林文賢門下，先向其子林登權師父學習「剪粘藝術」，是寺廟屋頂上的雕塑，可以說是台灣獨樹全球精采非凡的建築風格，而台灣寺廟建築是一門非常精深繁複的學問，有別於中國大陸的寺廟，其困難度十倍百倍，除了講究精巧，更加注了易經五行，太極八卦之玄學，很多人盡一輩子努力，也只能摸索其中一隅，而劉銘侮靠著天賜雄才，他是台灣文獻記錄中，唯一將整個系統全部融匯貫通的大才。
劉銘侮は芸術には目がなかったので、小さい頃から世界で一番学びし難い、台湾古典寺院建築の領域に入って苦学をした。当時では、全台湾にその名が馳せた寺院建築芸術の第１人者であった林文賢マスターの下に弟子入りをした。まず、マスターの息子であった林登権師匠について、「ステックカットの芸術」を学びました。この芸術は、寺院の屋根にある建築物の彫刻と模型作りのであった。これは、いわゆる台湾が全世界にその名が馳せた独特的な建築風格である。また、台湾で寺院建築という学問は、非常に複雑かつ奥深い学問であるために、中国大陸の寺院とはまた一線を画した大きな落差があった。その製作に当たった当時の困難度は、十倍かあるいは、百倍以上にもあったほどである。精巧を極めたほかにさらに易経五行、八卦太極という玄学を加えて、数多くの人は、一生の精力を尽くしたとしても、その垣間を見ることがさえできなくなったほどのであった。劉銘侮は、自分が持ち前の優れた才能を頼って修業に励んだ。彼は、唯一の台湾の文献記録の中にすべての台湾寺院建築芸術の理論体系を集大成に成し遂げた稀のマスターである。
   一九七七年劉銘侮認識了他的夫人，一位基督教世家的女兒，影響了他後半輩子的人生，劉銘侮最後成為教會長老，並且因為口才一流而長年應邀至全世界講道。

　　１９７７年に劉銘侮は彼の夫人と出合った。一人のキリスト名門家庭の娘であった。夫人は、劉銘侮の後半の人生に大きな影響を及ぼした。劉銘侮も最後に教会の長老となって、さら弁舌が一流なので、永年に亘って全世界に出回ってキリスト教義の講義をした。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
      一九八二年，劉銘侮將寺廟的交趾陶研發為藝術品，並在一次出口時演變出宣騰一時的基隆海關事件，海關將他要賣出國的作品，扣留並告他盜運國寶，後來送台灣故宮博物院，更鑑定為國寶級的國家重要文物絕對禁止出國，劉銘侮一直以和藹的基督徒誠懇，他無視於對方的攻擊漫罵，不但不反駁不攻訐，更反以讚美對方來應對，到最後這些單位終於誠服於他的氣度之下，圓滿還他一個「活的國寶」的封號。

    １９８２年に、劉銘侮は寺院の交趾陶を芸術品までに研究開発をした。なお一回の輸出によって、基隆税関事件までに発展した。税関は、彼が外国に売り出した作品を差し止めて、なお国宝を密輸出の罪で訴えた。その後、作品は台湾故宮博物院に送られ、さらに国宝級の国家重要文化財であることに鑑定され、絶対に外国への発売と輸出が禁止することとなった。劉銘侮は、いつも親切と誠実なクリスチャンとして、反対側の攻撃と口喧嘩を無視し、反論もしなかったし、攻撃さえもなかった。逆に相手のことを賞賛する方法で対応した。これによって最終的にこれら政府の機関部署の人々は、彼の素晴らしい人間性に敬服をし、さらに彼に「人間国宝」というタイトルを賞賛してあげた。
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
 一九八三年劉銘侮被台灣師範大學，邀請去當教師研習班的教授，全台灣各級學校的美術老師很多都成為他的學生。劉銘侮因禍得福聲名大噪，乃自我激勵自修勤學，更在教會提攜中遊歷全世界，二十年中硬是將他的內涵提升到無以復加的氣質，他開始嚐試創作，先是突破工藝的巢臼，再將傳統的交趾陶改良為高溫的寶石陶，博得廣大的回應和讚美，多年來曾在台灣博物館及全台文化中心和台北市立美術館舉辦大展，還有藉著世界各國邀他前往佈道，順便的藝術展，都為他帶來無限的美譽，阿根廷總統稱他為「東方的米開朗基羅」，並頒給他一座榮譽藝術哲學博士的學位，美國的媒體稱他為MR.FORMOSA。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
1983年に劉銘侮は台湾師範大学に招かれて、教師研修班の教授となった。全台湾に亘って、各級別学校の美術先生の中で数多くの教師は、劉銘侮の生徒になっていた。劉銘侮は、基隆税関事件で逆にその芸術家としての名声が馳せたので、それに伴って、彼は自ら更なる自己勉強と芸術上の修業を重ねた。また、教会の提携の下で、彼は全世界を歴遊し、二十年に亘って、彼がもつ気質のアップグレードが頗る高い境地に到達した。それから、彼は、またにも創作の道に試みをした。まず、本来の工芸に残された古い慣習と固定された技術の壁を突破し、さらに伝統的な交趾陶を改良し、高温の宝石陶となった。これは、幅広く反応と賞賛を獲得した。それから数年間に亘って、台湾博物館や全台湾の文化センター、及び台北市立美術館において、大型の展示会が開催した。なお、世界各国からの招きに応じて、彼は世界各国に布教活動をする際にも、ついでに芸術展を開催した。これも彼に無限の賞賛を獲得した。アルゼンチン大統領は、彼を「東洋のミケランジェロ」と賞賛した。なお、彼に1座の名誉芸術哲学博士号の学位を授与した。アメリカのマスコミは、彼をMR.FORMOSAと賞賛した。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
   二ＯＯ一年台灣的總統府將他列為全台十大聞名藝術家，二ＯＯ二年開始他將全球兩大類藝術，即西方的油畫和東方的陶瓷結合在一起，企圖創作出革命性的藝術，他花了將近六年的時間研發，終於創作出獨步全球的寶石釉陶燒油畫。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　　西暦２００１年に台湾の総統府から、彼を全台湾の十大芸術家として、その名をリストに入れた。2002年に劉銘侮は全世界にある両大芸術、即ち、西洋の油絵と東洋の陶磁器を結合させて、革新的な芸術を創造しようと試みをした。約6年間の研究開発を通じて、ついに全世界をリーダする宝石釉の陶燒油畫を創出した。
      劉銘侮大師一向的創作理念，皆發自於奮力自我突破，他早早以前就創造出反映現代人懷古幽思，彰顯台灣本土文化精神，而又能矗立於領先鰲頭，獨佔霸座的先驅地位，誠如法國哲學家羅塔（Jean-Francois Lyotard ）所言：「一個現代藝術家，地位一如哲學家，他所完成的作品，原則上不受制於先入為主的規則，而且決定於自我審美道德的成熟決定性，更是外人無法加以評斷的」。
　　マスター劉は、自ら自発的な突破が彼なりの一向的な創作理念である。彼は、前々から現代人の懐古的な深い思いを反映し、台湾本土の文化精神を目立たせる作品を創出した。彼はまさに芸術界においては、先駆者であり、なお覇者の地位を独占する芸術家である。フランスの哲学者であったロタ氏は（Jean-Francois Lyotard ）:「一人の現代芸術家は、その地位が哲学家と同じく、彼が完成した作品は、原則的に先入観の制限には束縛されず、なお、その決定としても、自我の審美道徳の成熟決定性によるものであり、それは部外者から判断を下すのも不可能なことである。」とロタ氏は言ったようなことである。
　　值得注意的是，經常觀察劉大師的創作風骨，竟然可以從「脈絡」中體會到台灣過去五十年來的，社會及政治民俗等等層面的發展，更犀利的關注者，還可以洞察到，百年來東西方的社會學、心理學、政治學，還有歷史學，到最終的宗教美學，甚至於感動到這個人內心隱含的溫柔愛心，和正義秉然雙重性格的垂直銜接，而兼容並蓄。

   注目に値するのは、常にマスター劉の作品の創作風格を観察して見ると、彼が創作した作品の「脈絡」から台湾の過去にあった五十年に亘って、社会や政治民俗などの方面の発展が

見えるように感じ取ることができるようになった。さらにもっと深入りに観察して見ると、

今までに百年に亘って、東洋と西洋の社会学や、心理学、政治学及び歴史学、最終に宗教美学までにも、彼の作品の中に秘めていることが発見できる。ないし、作品の原作者である劉銘侮が持つ個人的な心の中に隠される温柔の愛の心と堅い正義感などが二重の異なった性格の垂直的な繋がりと包容力がすべては、彼の作品から溢れ出した彼なりの暖かい心境に感動されるはずである。 　
  其實劉銘侮大師是一個滿懷希望的思想家，以醫學的觀點來說「希望」的因子，可以說是生命的養分，而劉銘侮一輩子當中，他比別人抱持更多的希望，他的人生幾乎是用「希望」所織成的一面網。一般藝術家多半孤芳自賞個性乖繆，在劉銘侮身上沒有這等性格，反而更因身為教會長老，常年走入人群傳道，營造出無比的親和力。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　実はマスター劉が、希望に満ちた思想家である。医学の観点から言うと、「希望」という

因子は、生命の栄養であり、マスター劉は彼の人生の中にほかの人よりさらに多くの希望を

持っており、彼の人生には、ほとんど「希望」という因子で織り成した一枚の網である。 
　一般の芸術家ならば、大半が高潔の士を自任し、自己陶酔に陥る個性になりやすく恐れがあるのだが、マスター劉の場合は、そんな偏屈な性格がなく、逆に自分が教会の長老として、

年始年中にも、常に群衆の中に入って行き、比類のない親和力が現せた。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
      劉銘侮是個博學多才的人，從他近年中手寫的一本著作就可以看出，書名叫「阿奇」是描述他自己的故事，全書近二十萬個字，字字珠璣妙筆生花，讓人看了熱淚盈眶，全是他自己一字一字的書寫，並且用他的字體直接印刷，而他的藝術哲學理論標榜美學至上，他說幾千年的藝術歷史演化，並非走過不留痕跡，我們比前人幸福，無須刻意營造階段流行，現代人無論創作那一時期的風格，還是未來超現實主義，或融合古今中外不受時空限制，豈非更是妙哉。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

　　　劉銘侮は、博学かつ才能が多く持つ人であり、われわれは、彼が近年には、書いた1冊の著作「阿奇」という書籍から、彼なりの才能の垣間を見ることができる。「阿奇」は、劉銘侮の自伝に相当する著作であり、この本には、約２０万語があり、内容には、１字１字が珠玉のごとく麗しい文脈と見事な筆致で劉銘侮の自分の物語を語った。この本を読んだ人々は、感激の涙が目に溢れることもしばしばあったのである。なぜかというと、この本には、全部が劉銘侮は自ら１字１字のように書いて、さらにその彼が書いた字の字体のままに直接印刷にしたのである。劉銘侮は、自分が持つ芸術哲学理論について、美学至上主義を掲げており、彼なりの見解を言うと、いままでの数千年に亘って来た人類の芸術歴史の進化について、すべて、痕跡が残されなかったとは言い難いである。われわれは、わざと段階的な流行を創造する必要がなく、現代人にとって、如何なる時期の風格を持つ芸術を創作する際には、あるいは、未来時空間にある超現実主義のような作品や、あるいは、時空間の制限に受けず、古今東西の芸術理念を融合させてから創作に当たって見ても、面白いことではないかとマスター劉が指摘した。
        綜觀劉銘侮的畫，他的靈感筆觸起始於「意境」的闡述，而他絕對執著於「輪廓線條美的勾勒」，他更醉心於「顏色揮灑」的層次，最終他則以近乎濃情蜜意的「感覺」，使自己落淚為成就的結構性格。

　　劉大師數十年藝術的演進，說他是台灣百年來藝壇最深沈的關懷者，實不為過，他絕對可以擔當許多藝術家孜孜矻矻努力方向的標竿，不斷的革新和嚐試挑戰，可以說也為現代藝術發展、探索，開創出一條康莊大道。

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
　　　総合して、劉銘侮が作絵した絵を観察して見ると、彼の絵を描くインスピレーションは、「境地」に対する釈明的な記述から起源すると思われる。また、劉銘侮は、「アウトラインの輪郭線の美的なスケッチ」に対して、絶対に拘る姿勢が崩さないのである。彼は、「色に

ついて、自由自在に描く」という作絵の段階論にもさらに心酔していた。最終的に彼は、いつも、濃厚たる愛情的な「感覚」で、自分さえ感動されて涙が出るほどの傑作を造り上げる性格の持ち主である。
　　　マスター劉は、数十年の芸術的な進化を成し遂げた人物であり、彼は、まさに台湾では
百年に亘って、芸壇に一番深入りの芸術関心者と言っても、決して過言ではあるまい。劉銘侮は、数多く努力をしている芸術家への方向付け的なベンチマークとなる資格が絶対にあるに違いない。言い換えれば、劉銘侮のような不断的な革新と挑戦に挑む心の構えは、現代の芸術発展、探索のために対しても、ひとつ広い道を開くことができるようになったと言えよう。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
     在他的藝術思潮衝擊帶領下，你也可以追索文藝復興時代的巨匠思維，更可以超越後現代主義藝術的思想。 欣賞劉銘侮的畫作就像聆聽一首跳躍的音符般，是一種美妙的享受，隨著他海闊天空的佈局，順著他的靈感神遊在太虛無極的大智慧裡，而擺脫任何一個系列的束縛。
   　　彼が持つ芸術思想からのリードショップと衝撃の下で、ルネッサンスの時代にあった芸術巨匠の思想に遡って辿っていくことができるし、なお、後現代主義の芸術思想を超越してから思索することもできる。劉銘侮が作絵した作品を観賞するのは、まるで一系列の跳躍する音楽記号を聞き入れるようにひとつ素晴らしかった楽しみであった。絵の中に彼が施した無限のレイアウト配置に従って、彼の精神の旅であったインスピレーションに沿って、太虚と無極という自然界の智慧の海に思い存分に遊ぶことができて、如何なる系列的な束縛から解放されることができる。
二ＯＯ七年北京的中國美術館邀他前往舉辦大展，創下了多項的記錄，也得到了兩岸文化界及藝術界的大加讚賞，至此可說劉銘侮為全人類的美學創下新的里程碑，他將繼續往人生的夢想，成為全世界最偉大的藝術家這個雄心壯志邁進。

更生日報社長　謝立德
西暦２００７年、中国北京の中国美術館の招きに応じて、劉銘侮は、北京に行って、
展示会を開催した。今回の展示会に彼は、多項目の記録を創造した。それに中国大陸と台湾の

両方にある文化界と芸術界からの熱熱な賞賛を受けた。ここまでは、マスター劉は、全人類の

美学界に新たなベンチマックを創造した。彼はこれからも、自分の人生の夢である全世界の一番偉大なる芸術家という最終目標へ向けて継続的に邁進して行くことである。
更生日報社長　謝立德
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油畫

1976年劉銘侮畫的油畫 50X70cm

022

水彩

1975年劉銘侮所畫的水彩畫78X105cm
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石雕

1974年劉銘侮所作的石雕12X16X20cm

025

陶畫

全球獨一無二最新創始的藝術
020
油絵
1976年劉銘侮が作絵した油絵 50X70cm
022
水彩
1975年劉銘侮が作絵した水彩画78X105cm
024
石の彫刻
1974年劉銘侮が彫刻した石の彫刻12X16X20cm
025
陶畫
全世界唯一且つ最新に開発された芸術
      人類的文化從舊約始起發展迄今已數千年，西方的藝術於文藝復興時代達于登峰境界，而東方也從仰紹文化的粗彩陶，一直到明清全盛時期的精彩陶瓷藝術，近代東西方的藝術家更以各樣多媒材來創作，諸如水彩、版畫、膠彩、銅雕、不鏽鋼，乃至於皮雕、漆器等等。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　　　人類の文化は旧約聖書の時代から始まっており、今までにすでに数千年の歳月があった。

西洋の芸術はルネッサンス時代にその最高峰の境界に到達したのだが、東洋では、仰紹文化の
粗い彩陶から始まっており、明清の全盛期であった精彩陶磁芸術までに発展して来た。近代では、西洋と東洋の芸術家は、さらに各様各式の媒材から創作に使わせた。例えば、水彩、版画、ゴム色彩、銅の彫刻、ステンレス、ないし皮の彫刻、漆器などがある。

 然而以藝術的層級來說，立體的雕塑，終究略遜於平面的畫，而單以畫作來看，其材質不出于紙類和帆布，中國人的水墨畫除了宣紙之外，尚有講究以絲綢代為畫紙的，而不論何種材質的畫，終有其壽命腐朽淡化的顧慮，甚至連立體的石雕、銅雕、不鏽鋼等也有風化的時限，如今人類的藝術作品，只有一樣可與天歲抗衡，那就是陶瓷。

　　しかし、芸術のレベルから観察すると、立体的な彫刻は、やっはり、平面的画よりやや少し見劣りのである。例えば、単に作絵の素材から考えると、その材質は、紙類とズックだけのである。中国人の水墨画は、画仙紙のほかに絹織物を使って、画仙紙の代わりに使わせることもあった。 如何なる材質で作絵した画は、所詮その使用される寿命が尽きて、腐っていくか、あるいは、淡泊化されていく恐れがあり、さらに立体的な石の彫刻や、銅の彫刻、ステンレスなども風化される時間的な制限がある。今のところでは、人類の芸術作品の中に唯一、無限の歳月と対抗できるのは、ほかのものではなく、それがつまり陶磁器のである。
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 劉銘侮是近代東方出現的一個藝術大師，其出身中國帝王後嗣血統將門之後，天性雄才大略，而其學習環境乃是東方教堂建築領域的寺廟派，其畢生涉獵的六大類別藝術，凡建築、油畫、剪粘、石雕、木雕、交趾陶，可說無一不精，青少年時期的劉銘侮，生活流離顛沛，受盡天時熬煉，而成就了無以倫比的磅礡氣魄。
　　　劉銘侮は近代的な東洋に出現した芸術の巨匠であり、彼は中国帝王の後継ぎ血筋と武勇の誉れ高い家柄からの出身であった。持ち前の傑出した才能と遠大な計略を持っており、それに加えて、彼の学習環境は、東洋の教会堂建築物の領域に属される寺院派であるために、彼が研究する領域は、６つの芸術カテゴリーに広がっていた。例えば、建築、油絵、ステックカットの芸術、石の彫刻、木の彫刻、交趾陶などのすべてを精通しており、青少年時期の劉銘侮は、
家族離散する生活と貧困さに苦労されたのだが、その天命からの精錬によって、今のような比類のない軒昂たる気魄を成し遂げたのである。
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        如今六十歲的劉銘侮大師，無論在靈魂的成熟度，或俗世的社會經驗與地位名氣，皆擎於完備的人格，而內心澎湃的創作慾，導致他思考創作出舉世更張的美學，他把東西兩方最高評價的藝術結合在一起，即油畫和陶瓷，將之稱為「陶畫」。

       今のところ、六十歳のマスター劉は、魂の成熟度や浮世の社会経験、地位と名声などがすべては、完備的な人格に形成した。それと同時に彼の内心では、激しくぶつかり合う創作慾があり、その創造する意欲から次第に彼が世の中にはないもの、更なる高いレベルの美学作品を創造しようという思案までに導かれた。彼は東洋と西洋の両方に最高たる評価である芸術を融合にしてから造り直し、即ち、油絵と陶磁器を融合させた作品である。マスター劉はそれを「陶画」と名付けた。
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 陶畫，就是以泥板陶片作為畫布，再以釉藥為顏料，所彩燒出來的畫，有別于一般的瓷板工藝描繪，更不同于有些陶藝家，百分之七十靠釉彩變化，所燒出的陶板畫。創作陶畫先要研作陶板，而陶板的製做，本身就是一門高深的學問，基本上泥土的選擇和調配很重要，陶藝家一向都選擇較可塑性的雕塑土，然而可塑性的泥土張力較強容易變形，應選擇較溫和透氣性佳的拉坯土，並多加砂質泥和石英。
　　　陶画は、陶器フェンダーを使って、キャンバスにしていながら、さらに釉薬を顔料とし、焼き上がった画を指すことである。これは、一般のセラミック板の絵の燃焼によって出来上がった陶板工芸画とは異なっているのである。さらに一部分の陶芸家が７０％の釉の色彩変化に頼って焼き上がった陶板画とは一線を画したものである。劉銘侮にとって、陶画を創作する際には、まず、陶器フェンダーを先に工夫して置かなければならないのである。特に陶器フェンダーの製作自体が頗る奥深い学問である。基本的には、泥の選択と配分の調合が凄く大事なことであり、一般の陶芸家は、一向に比較的に可塑性がある彫塑土を選んだのだが、彫塑土の土壌張力は、比較的に強いため、容易に変形する恐れがある。温和かつ通気性が比較的に良い彫塑土を選んだほうが良いし、なお砂質泥と石英を多く加えること。
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        一般陶板機造作的泥板，厚度約一公分左右，如此厚度在窯燒中容易變形破裂，而且太重，若製作半公分以內薄度的陶板，其變形破裂的機會可大大減低，但是半公分薄的泥板，在燒製前非常脆弱，稍微搬動即毀損，必須借重高科技來克服，可在高壓薄泥板成型之時，在泥層加鋪織網的炭纖科技產物，因炭纖耐溫度可達千度以上，與泥板結合成型再高溫窯燒，如此陶板雖半公分薄，却堅固異常。
　　　一般では、陶板機が製造している泥板の厚さは約１センチメートルぐらいである。これほどの厚みで、窯焼きの中に変形と破裂になり易く、お負けに重さも大きい過ぎである。仮に０．５センチメートル以内の薄い厚みをしている陶板を製作すれば、その変形と破裂の確率が
大幅に低減することができる。但し、０．５センチメートルの厚みをしている泥板は、焼かれる前には非常に脆くて弱いので、ちょうどだけ持ち運ぶとすれば、すぐにも崩れてしまう。それが所以にハイテックを駆使して克服する必要が出てくるのである。高圧で製作できた薄泥板が成型された時にその泥層の中にハイテックで製造した科学技術産物である炭素繊維で織りなった網を取り入れて置けば、炭素繊維が耐える温度は千度以上にも耐えられるので、泥板と結合してから成型し、さらに高温で窯焼きをし、そうすれば、焼き上がった陶板は０．５センチメートルの薄い厚みしかないとは言え、実に非常に堅固である。
  但高壓成型之陶板難脫工藝位階，劉銘侮燒製泥板極力講求手工氣質，他在０‧４公分薄的泥板上，鋪上一層特調的化妝泥漿，在泥漿未乾前，用蒲扇葉摔打成表面自然凹凸顆粒狀，再施行第二次素燒，如此一來陶板主體是以第一次１２５０度燒成的炭纖夾層堅硬本體，然後外表化妝土以１０００度較低溫燒成，作用含意是借其表面吸水性強，更有利於上釉彩的工程，而且其每一片皆人工拍打成型，凹凸顆粒狀皆不同，如此更吻合手工打造的價值，而０‧４公分的薄片以９０ｘ１２０公分來說，重量才６．４公斤，是非常適合創作陶畫藝術的完美標準度。

    但し、高圧で成型した陶板は、工芸品のレベルから脱出できないので、劉銘侮は、焼き上がった成型の泥板に対して、極力的に手間を掛けて丹念に精緻な手作業の加工が施した。彼は、０．４センチメートルの薄い厚みである泥板の上にさらに特別に調合した一層の化粧泥層を敷設した。なお、この化粧泥層が乾かないうちに、蒲の葉で泥層の表面に叩き付けてやった。

この作業によると、泥層の表面には、自然的に凸凹粒狀の状態となった。それから、さらに

第二回の素焼きが行われて行く。こうした作業によると、陶板主体は、第１回の素焼きで、

１２５０度の温度で焼かれて成型した炭素繊維の挟み込み層である堅固たる本体、それから、

その表には、１０００度の温度という比較的に低温で焼かれた表面層である。その作業に秘めていた狙いというのは、表面に吸水性が強い材料で施した場合、 釉薬を塗る作業にさらに有利になるはずである。また、各一枚の陶板にもそれぞれに人間の手作業で叩き付けたために、その出来上がった表面にも凸凹粒狀の状態が違ってくるはずである。これは、さらに手作業による作品自体の価値の上昇に繋がった。また、０．４センチメートルの薄い厚みをしている板、さらに９０ｘ１２０センチメートルの長さから計算すると、その重さは、僅か６．４キロしかない。これは、陶画芸術の創作に非常に適合する完璧的な標準度である。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  
接著是上釉彩繪的工作，陶畫既然以泥板為畫布，其所彩繪之顏料當為釉藥，然而釉藥非一般油畫顏料，但普通現成之釉料效果和質感也不佳，劉銘侮的釉藥乃是獨門祕方的一百多種「寶石釉」，顧名思義其原料乃採之寶石礦物所提煉的釉藥，
　　続いて、釉薬を塗って、作絵をする作業は開始するし、陶画と言えば、泥板をキャンバスとして使っているのだが、その作絵に使われるのが、当然ながら、釉薬である。だが、釉薬とは、一般的な油絵のオイル塗料とは違ったものである。ただし、既存の釉薬の材料の塗装効果と質感があまりよくなかったので、劉銘侮は独自で開発した彼なりのレシピによって、製造できた百余りの種類にも登る「宝石釉」という釉薬がある。「宝石釉」と言えば、その名称の文字通りに考えると、宝石鉱物という原材料から抽出された釉薬である。
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試舉一例，台灣的藍寶石元素組織，乃是二氧化矽和三氧化鋁和水晶石英，尚有黃金、白金及銅等所組成，在重組調配的處方中，以其所有各元素所佔比率，待各樣礦物全部到位，再裝入高溫罐中以１８００度熔化成岩漿，然後在岩漿液體狀時，倒入渼水中炭化，之後研磨成粉即為藍寶石釉藥。
　　　試しに一つの例を挙げて見ると、台湾のサファイア宝石が持つ元素と言えば、２酸化矽や三酸化アルミニウムと水晶石英などがある。そのほかに黄金、プラチナ及び銅から成り立ったのである。こうした元素を再編してから、各元素が占めるパーセント率を割り当てた後に
すべての鉱物が揃えた時に、高温の缶の中に入れてから１８００度の温度で溶けて、マグマになって、それからマグマは液体状になった時に、渼水の中に注いでから炭化させ、その後、研磨し粉状になると、即ちサファイア釉藥である。
劉銘侮師門祖傳的一百多種釉藥，皆是如此方式求得，因質感瑰麗珣彩絕倫，與真寶石相似度達百分之九十以上，故通體晶瑩剔透，美不勝收，此為油畫和其他繪畫顏料所無法望其項背。

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
   劉銘侮の師匠は祖先から代々に伝わって来た百余り種類の釉藥が皆こうした方式で得られた。質感がたいへん綺麗し、色彩も比類のないほど美しいである。本物の宝石とは９０％の類似性を超えていたし、それが所以にこうした釉藥は全体的に透き通って綺麗し、水晶のように立派なものであるため、油絵とその他の絵画顔料から比べてみると程遠い差があるに違いない。
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

 而且寶石釉元素黃金含量比重頗高，所謂真金不怕火煉，故寶石釉燒成後的表面質感豐厚優美，尤其暗紅或咖啡色原礦物採用台灣東部出產的珍貴石榴石，其氣質之美讓人望之心生愛念。
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
    また、宝石釉元素の黄金含有量の比重が頗る高いため、いわゆる「真の金は、火からの精錬が恐れなし。」それが所以に宝石釉が焼かれて成型した後に表面的には豊かな質感と美しさがある。特に暗赤色、あるいは、褐色の釉藥の原鉱物は、台湾東部出産の貴重な石榴石から採集したものであり、その釉藥の気質の美さは人々に一目で愛着してしまうほどのである。   
另外劉銘侮也在三十年研鍊當中，嚐試將寶石釉和其他金屬調配，燒出了許多意想不到的變彩，如灑金釉在一片楬色之中金點閃閃，還有雪花釉，在白色石英釉裡散佈著銀點蒼蒼，以及採用高白金元素的玫瑰紅，真是萬紫千紅美不勝收。
　　これのほかに劉銘侮は三十年に亘って研究と修練の中に宝石釉とその他の金属と調合をしていることを試した。この試しによって焼き上がった数多くの意外的な変形色彩があった。
例えば、金の釉藥を散らばした結果によって得られた「灑金釉」という色彩は、１切れ楬色の

中にあちこちに金の点点が煌くこと、また「雪片釉」は、白色の石英釉の中に散らばした銀の斑点が見えてくることである。なお高いプラチナ元素を採用したバラ赤色も、鮮やかな色彩であるために美しくて堪らないほどである。
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再則彩繪創作是藝術家的內涵表現，如眾所周知，劉銘侮天縱奇才，他的創作包羅古今中外，無論寫實抽象，舉凡世俗之規範，皆無法約束他在四度空間之中的爆發意念。

        而用釉料彩繪，非比一般油畫顏料，因陶板表面必須強力吸水性，才能固住相當厚的釉藥，因此以羊毛筆沾釉而塗佈之，比用油畫顏料彩繪，其困難度百倍，更甭論要行雲流水瀟灑發揮，普通要練就到能使用釉藥彩繪的功夫，都必須有十年以上碰釉的經驗，而劉銘侮大師自年輕迄今，燒陶試釉已40餘年，功力早已爐火純青而登峰造極。

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

   さらに彩色絵の創作は、芸術家の涵養を表せる表現である。例えば、周知のとおり、劉銘侮は、生れ付きの奇才であり、彼の創作は、古今東西を包括し、如何なる写実的、あるいは
抽象的な内容、ないし世俗的な基準を対象とする場合にも、すべては、彼の四度空間の中での

創作に対する爆発的なインスピレーションを束縛することができないのである。また、釉薬材料を使って彩色絵を作絵する時に一般の油絵の顔料で彩色絵を作絵するとは違って、なぜかというと、陶板表面には、強力的な吸水性が必要とするためである。強力的な吸水性があれば、

相当厚みがある釉薬を固定させることができるようになり、それに加えて、羊毛筆で釉薬を付けてから塗装することは、油絵の顔料で彩色絵を作絵することより、百倍以上の困難度がある。
行雲流水のような自由自在の作絵手法までには、なおさら、無理のことである。それが所以に

一般では、釉薬を使用する修業を修得するためには、普通でも十年以上の修業経験が積み重なければならないのである。劉銘侮は若い時から現在までに陶磁器を焼かす経験と釉薬を試す経験もすでに四十余り年のきゃリアがある。その修業できたスキルレベルの高さは、もはや頂点に到達したと言えよう。
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劉銘侮自三歲時，就被發現懷有與生俱來的繪畫天才，蓋藝術的天份來自於靈感的抒發，而他從小即進入，舉世最艱難的台灣寺廟建築藝術領域去苦學，這一個過程是非常重要的，一般的藝術才能者有兩條路，一是無師自通，另一是進入學院派修習，而無師自通終究有技巧上不足的缺憾，有幸者進入大學院校，卻立即被分割門類，凡西畫、中畫、雕塑、建築、陶藝，全部只能擇一而學，說劉銘侮往寺廟派領域學習的過程，是非常重要意即在此，
　　劉銘侮は３歳の時から、生れ付きの作絵才能があることが発見された。もともと持ち前の芸術才能は、インスピレーションからの触発が起源とすることであり、劉銘侮は小さい頃から、

すでに世界で、一番学習し難い台湾寺院建築芸術の領域に入って苦学をした。この学習過程は、
劉銘侮にとって、極めて重要な修業段階である。なぜかというと、一般的な芸術才能を持っている修業者は、二つの進学する道があり、ひとつは、師匠なしで、自ら独学を通じて、大成功を成し遂げた道である。もう一つは、学院派に入って修業をする道である。だが、師匠なしの

修業法は、所詮、究極的に技巧上の不足という欠点があり、また、運が良い人は、大学に入学することができるとすれば、すぐにも、芸術のカテゴリーに分割された部類に別けられている、

例えば、西洋画、中国画、彫刻、建築、陶芸などの部類の中に、わずか１部類しか選べない

運命に翻弄される羽目に遭わせざるを得なかったのである。だから、劉銘侮は寺院派の領域に
入って修業し始まった学習の過程は、劉銘侮にとって極めて重要な意義があったことも、そう

いう訳である。
因台灣的寺廟藝術艱難深奧，半輩子當中，劉銘侮費了將近讀十次大學以上的時間磨練，才將台灣寺廟的六個類別藝術完全學會貫通，而所謂萬藝歸一統，藝術的根本大法在於「畫」，劉銘侮正式的繪畫磨練，始於廟中的門神和雕樑畫棟以及精緻非凡的建築設計圖，與西方的教堂穹頂繪畫有異曲同工之妙，劉銘侮因著承包寺廟工程之便，數十年中有機會將早期台灣寺廟彩繪的精華，加以吸收融入功力之中，到了中年以後，更因著信仰基督教的關係，應邀到全球各地講道，而遊歷了東西方的世界，集三十年的觀摩，滙萃寰宇的文化內涵之總和，而造就了今日大師巨匠的風采。
　　もともと台湾寺院芸術の奥深さは、周知の通りであるが、劉銘侮は、人生の大半が１０回の大学の勉強期間より長かった時間を掛けて、ようやく台湾寺院の六つの芸術カテゴリーを完全にマスターした。いわゆる万芸を一つの芸に帰結するという諺が言ったように、芸術の根本

基礎土台は「絵」にあること。劉銘侮は、正式の作絵する修業は、台湾の寺院建築の中に玄関にある神像や寺院の屋根に飾られる彫刻と絵画、及び精緻に極めていた寺院の建築設計図などの作図から、始まったのである。また、こうした作絵の修業も、西洋の教会堂の屋根に飾られる天井絵画とは、やり方は異なるのだが、その効果としては同じである。劉銘侮は、台湾寺院の建築工事を下請けすることを通じて、数十年の間に早期台湾寺院の彩色絵の精髄に触れることが出来、なお、それらの芸術の精髄を自分の修業スキルに溶けさせていくことである。中年になった劉銘侮は、さらにキリスト教の信仰との関係で、世界各地の教会堂からの招待に応じて、世界各地へ出向いて講演をし、ついに東洋と西洋の世界にも遊歴をした。こうして三十年の世界各地での参観と見学を通じて、全世界規模の文化的な涵養を統合にしていながら、本日の芸術巨匠であるマスター劉の風采を成し遂げたのである。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
        在西方劉銘侮最傾心米開朗基羅和高第，在東方則是林玉峰(台灣有史以來最偉大的油畫家)和江清露( 台灣有史以來最偉大的雕塑家  )，這些未曾謀面者，皆是他的技巧導師，他的靈魂時常出竅遊幸於古羅馬西斯汀教堂，和巴塞隆納的聖加堂，同樣的時常親臨百看不厭的北港朝天宮，和艋舺龍山寺，而真正引領他的靈魂走向極致巔峰的乃是造物者上帝。
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  
    西洋の芸術について、劉銘侮は、心に一番惹かれたのが、ミケランジェロとゴーギャンである。東洋の芸術と言えば、林玉峰氏（台湾史上最偉大である油絵の画家である）と江清露
氏（台湾史上最偉大である彫刻家）の両氏の作品に心酔した。これらの画家とは、面識もなかったのだが、すべては、劉銘侮の作絵スキルの師匠である。劉銘侮の魂は、いつも、体から飛び出して、古代ローマのシスデイン教会堂や、バルセロナのセイガ教会堂などのところに寛いでいた。それと同様に劉銘侮も、何回も北港朝天宮や艋舺龍山寺などの台湾寺院に自ら足を延ばして、台湾寺院建築芸術の奥義をこの目で確かめようとしたのである。それに本当に劉銘侮の魂を最高峰の頂点に導いたのは、万物創造の神のほかはないのである。
-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
      因此他的畫作，可以說是吸取古今中外所有巨匠的日月精華，看他的畫，有著米開朗基羅的雄偉正派，也有著高第的放浪不羈，還有著林玉峰的細膩古雅，更有著江清露的活潑刁鑽，再加上他自己的壯麗胸襟和無限創作的魄力，在他的畫中有西方厚實的顏色，也有著東方淡薄的意境，還有中古時期的神秘，更有著現代前衛的因子，於是乎，大哉巨匠運轉靈竅，然則「陶畫」於淵創世而誕生。

        陶畫這個目前全球首創的藝術，是乃集物以稀為貴的極品，又質感之燦爛奪目，其燒製成本之高亦非一般藝術所能比擬，一幅同等尺寸的陶畫，成本為油畫的三百倍。

    それが所以に劉銘侮の絵は、古今東西すべての芸術巨匠が持つ芸術の精髄を吸収したように見えたのである。劉銘侮の絵を鑑賞すると、ミケランジェロの立派な雄大さがあり、それに

ゴーギャンの放浪癖、林玉峰氏の繊細な趣と古典的な優雅感覚もあり、さらに江清露氏の活発と鋭さなどを含めて、なお、劉銘侮自身が持つ壮大な心と無限の創造的な勇気と相まって、
描き挙げた彼の作品の絵の中に厚みを含む西洋の色合いがある顔色が見えて、なお東洋独特的な淡い色で表せた淡泊な境地が感じ取ることができる。また、中世時期の神秘さを交えていたのだが、近代的な前衛である元素も取り入れられて、それは、すべてが芸術巨匠である劉銘侮は、作絵のインスピレーションがフルに回転した結果である。これにして、ようやく「陶画」がこの世に産声が発した。
　　陶画は、目前では、全世界の中に初めに創造された芸術であり、本当に稀の貴重な極品である。作品の質感としては、極めて燦爛たる光彩があり、目が奪われるほどの美しさもある。

その陶画を焼き上がるために費やしたコストも一般的な芸術とは比べることが出来ないほど

高いである。一枚同じサイズである陶画は、焼き上がるために費やしたコストが、油絵の３百倍ほどである。

    如今劉銘侮所創新的「陶畫」作品，可以說是全世界唯一可以永久典藏的藝術，既不怕潮濕也不怕蟲蛀，更不怕火燒，經測試在七級地震，掛在牆上摔下來也不容易破。

        寶石釉的燒結溫度約在1000度左右，遠看自然立體又氣質高貴，近看更是瑰麗不凡，若以二十二倍帶燈放大鏡觀之，則別有洞天，凡寶石介面之質地盡在眼前閃耀，其各類寶石的結晶體，粒粒散發七彩光芒，讓人有如跌入琉璃世界，又有如身處仙界天堂一般，可說延伸到另一個宇宙的無限光彩，美呀﹗美哉﹗寶石釉「陶畫」。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　　　今では、劉銘侮が創造した「陶画」の作品は、全世界で唯一永久的なコレクションができる芸術と言っても決して過言ではあるまい。湿気に恐れず、虫に食われる心配もない、テストによると、７級の地震で壁から落ちったとしても、壊れないほどである。
　　　宝石釉の焼き結び温度は約１０００度左右であり、遠くから見ると立体的な感覚で気質が高くて、近くに見るとさらに非凡的な綺麗さがある。仮に２２倍のライト付き拡大鏡で

陶画を観賞してみると、また、別世界のような風景が見えて来るのである。なぜかというと、

宝石のインターフェイスにある物質は、目の前に輝くほど綺麗に見えて来るし、さらに各種類の宝石の結晶体は、粒毎に七彩のカラフルな光芒が発散して、人々にまるで、彩色のガラスの世界に陥るか、あるいは、自分の身が天国の仙界に置かれているように、まさに美しくて堪らないほどの別の宇宙に遊びに行った感覚であった。なんと美しい！なんと美しくて堪らない宝石釉の「陶画」である！

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
        如此這般，劉銘侮以科學、藝術、和神學信仰，共同營造出來的生活美學，這樣的「陶畫」尊貴華麗，在光學科技投射下，有如玉樹臨風，在眾多藝術當中，鶴立雞群唯我獨尊，擁有一幅「陶畫」比擁有珠寶鑽石更加尊榮，等於擁有一份豐厚的未來「家賄」。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
     上述したように劉銘侮は、科学や芸術、神学信仰などを通じて、共同的に生活美学を築き上げた。こうした「陶画」の華麗さと尊さは、光学の科学技術の投射の下で、まさに美人の氷清玉潔の如く、数多く芸術の中にまるで、凡人の中で唯一際立って優れている唯我独尊の巨匠の傑作の如くである。１枚の「陶画」を保有するのは、真珠や宝石ダイヤモンドなどを保有するより、遥かに光栄なことであり、まさにひとつ豊かな未来が保証される「家の財宝」である。

  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
        全世界有千萬人在畫油畫，也有千萬人在作其他類別的藝術，而六十億人口之中只有劉銘侮一人在創作寶石釉「陶畫」，任他有生之年也只能創作數百件而已，想來如此稀有的創作，其前途將是如何的榮錦珍貴，如果以後世人沒有第二個人會創作這種藝術，然則物換星移之後，劉銘侮的「陶畫」其一吋吋一分分的價值將比鑽石更尊貴百倍。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
      全世界では、千万の人々は、油絵を作絵しているのだが、また、千万の人々も、ほかの
部類の芸術を創作しているのである。但し、全世界の六十億の人口の中に、僅か唯一の人間である劉銘侮氏が宝石釉の｢陶画｣を創造している、彼が一生を掛けて創造をしても、精精数百件の芸術品しかできないのである。そう考えれば、これほど稀の存在である宝石釉の｢陶画｣は、

その将来的な前途というか、どれほどの栄光と貴重さが後世の人々に評価されるかと思うと、
より一層の貴重さが感じられるに違いない。また、これからの後世の人々は、劉銘侮のような

巨匠が出現しなければ、こうした宝石釉の｢陶画｣の創造する芸術も後継者がなく、時空間の推移とともにこれからの劉銘侮が作絵した「陶画」の価値とは、もはや、一インチ毎か、あるいは、１分毎かの価値は、宝石やダイヤモンドより遥かに百倍以上の価値にも跳ね上がるのではないかと確信される。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
026

木雕

1973年劉銘侮所作的木雕作品19X8X9cm

028

剪粘藝術

1972年劉銘侮所作的剪粘藝術20X10X15cm

031

台灣古典藝術建築設計圖.劉銘侮作 130X84cm

026
木彫り
1973年　劉銘侮が創作した木彫り作品19X8X9cm
028
ステックカットの芸術
1972年　劉銘侮が創作したステックカットの芸術20X10X15cm
031
台湾古典芸術建築設計図.劉銘侮が創作した 130X84cm
033

心有多大舞台就有多大

有三個水泥匠在路邊砌磚牆

有人經過，問他們在做什麼？

第一個水泥匠說：

我們在砌磚牆啊

第二個水泥匠回答說：

我們在建造一棟大樓的根基

第三個水泥匠也回答說：

我們正在為一個未來的城市

建造它偉大的基礎

經過十年以後

第一個水泥匠還是繼續在砌磚牆

第二個水泥匠變成了建築師

第三個水泥匠呢，他已經成為

三家營造廠的董事長

並且當選了

那個城市的市長

一個人的眼界

和志向有多遠

他才有可能

走向遠大的理想

033
心の大きさは、どれほど大きいなのか、その舞台も変ってくる。
ある３名のセメント職人は、道端に煉瓦の壁を築いている。
ある人がその側を経過し、彼らになにをしているのと聞く。
第１番目のセメント職人が言った。
私達は煉瓦の壁を築いている。
第2番目のセメント職人が答えた。
私達は、１棟のビルの土台を築いている。
第３番目のセメント職人もこのように答えた。
私達は、1座の未来の都市の大事な基盤を築いている。
それから、１０年の歳月が流れた後に
第１番目のセメント職人は、まだ継続的に煉瓦の壁を築いている。　　
第2番目のセメント職人は、建築士となった。
第3番目のセメント職人は、彼がすでに三つの営造会社の社長となった。
しかも、その都市の市長に当選された。
一人の人間の視野と志は、どれほど遠くまでに定めたかによって、

初めて遠大なる理想へ向けて邁進することが可能になるのである。
034

1999年劉銘侮完成台灣第一座寶石陶九龍壁的工程，副總統呂秀蓮及各界人士前來揭幕
034
1999年　劉銘侮が台湾第一座の宝石陶九竜壁の工事を完成した。副大統領呂秀蓮および各界の士人が開幕のために出席してくれた。
035

全球獨一無二的東方「寺廟派」藝術大師-------劉銘侮

        劉銘侮出身于全世界最精深的藝術殿堂——台灣古典寺廟建築學，他絕對不同于

一般的學院派藝術家，反而與西方的教堂建築藝術大豪；米開朗基羅、拉斐爾、高第

等，更有殊途同歸的磅礡氣派。

        擁有傲世天才於一身的劉銘侮，從小因獨衷於藝術，而進入舉世最浩瀚的古典寺

廟建築領域裡苦學，積數十年的磨練，終於在他二十七歲時，經全台灣寺廟設計比賽

，奪得第一名。

        在三十六歲時，更將處于失傳狀態的「交趾燒」陶偶，重新發揚光大，現今則更

進一步將陶瓷藝術和油畫融為一體，燒造出全球首創的「陶畫」藝術。

036

紅馬(2001)49X20X52cm

037

寶石釉

035
全世界ただ一人しかないの東洋「寺院派」の芸術巨匠-------劉銘侮
 劉銘侮は、全世界一番奥深い芸術殿堂から出身した——台湾古典寺院建築学、彼は、絶対に

一般の学院派芸術家とは、異なっている。逆に劉銘侮は、西洋の教会堂建築芸術の巨匠；

ミケランジェロ、ラファエロ、ゴーギャンなどと同じく、殊途同帰の壮大なる気魄がある。
塵世を誇り高く見下ろせる天才を持つ劉銘侮は、小さい頃から芸術に独特に愛着していた。
それが所以に世界で一番浩瀚たる古典寺院建築領域に苦学をした。数十年の修業を積んだ結果、

彼は２７歳の時に全台湾寺院デザインコンテストに優勝を獲得した。３６歳の時に、さらに

伝承が途絶える際に立たされている状態にあった「交趾燒」の陶偶を再びに復活させて、一層の光彩を放った。なお、今では、さらに一歩を進んで陶磁器芸術と油絵を一体に融合させて、世界初の「陶画」芸術を焼きあがって完成させた。

036
赤い馬(2001)49X20X52cm
037
宝石釉
釉藥對於燒造陶瓷是一個非常關鍵的所在，劉銘侮研究交趾陶四十餘年，並

提升改良燒陶溫度和寶石釉的提煉，一再試燒，才有今日一百多種結晶的「寶石釉」。

        這種釉無論是紅色，紅到像寶石一樣的血紅，或是黃色，黃到明皇耀眼，以及綠色，綠到翡翡翠翠，每一種釉色都燒得燦爛輝煌、晶瑩剔透，令人嘆為觀止，曾經有中外各國珠寶商，來和劉銘侮商量合作，要將寶石釉提煉為人造寶石。

        劉銘侮的歷代師祖，將真正的各色寶石原礦分解化驗，一再研究，終於發現各種寶石的組織元素，和原礦雜物體，並且將各佔比率精確紀錄成冊，即為寶石釉的秘笈。
釉薬というものは、セラミックを焼き上げるプロセスの中において、ひとつ非常に重要な
鍵となった。劉銘侮は、交趾陶を研究してから四十数年の歳月が立った。彼はセラミックを焼き上がる温度を調整し、宝石釉の精錬手法も改良に重ねて試した。それが所以にようやく本日のような百余りの結晶した「宝石釉」が出来た訳である。これらの釉は、赤色ならば、宝石のように鮮やかに紅色をしている。あるいは黄色ならば、煌くほどの黄色をしている。また、緑色と言えば、翡翠のように極上の緑色をしている。各種の釉の色は、焼きあがった時に燦爛たる色をし、水晶のように明亮かつ透明感が溢れている。人々の驚嘆の声が途絶えないほどである。以前では、国内を含めて外国のそれぞれの国の宝石商は、劉銘侮にコンタクトをし、一緒に技術提携を通じて、宝石釉から人工宝石までに精錬する提言と企画があった。　
　　劉銘侮の歴代師匠は、本物の各色宝石の原鉱石を分解試験に重ねて研究をした。最終に発見できた各種宝石の構成元素と原鉱石にある雑物元素などがあり、それらの研究結果を占める比率毎に従って、ノートに正確な記録をした。そのノートは、即ち宝石釉の虎の巻である。
    現在劉銘侮按照秘方，重新尋找大量的元素和礦物，再經調配高溫熔化，自然冷卻後即為寶石的回復術，它除了硬度比天然寶石稍差一度之外，成分和寶石一模一樣，可研磨成首飾，也可以磨成粉做為陶瓷釉藥。

        此即為劉銘侮獨門「寶石釉」的由來。
　　現在では、劉銘侮は、虎の巻に記載されているレシピに従って、再び大量の元素と鉱物を捜し求めた。なお、見付かった元素と鉱物を調合してから高温で溶かし、自然に冷却させてから、即ち宝石の回復術となった。こうした手法で還元した宝石の硬度は天然宝石よりやや低くになっていたほか、成分は宝石とまったく同じである。それから、これらの宝石を磨いて、首飾りや、あるいは粉状に磨きあがった後に陶磁器の釉薬として使える。
　　これこそ、劉銘侮が独特的に開発した「宝石釉」の由来である。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
038

福摩爾沙先生密碼

　　當全世界包括中國在內的藝術，都一窩蜂地沈醉流行拍藏超現實，不知象噁惹的惑世億萬作品，而比較珍貴的正規形式畫作，因為分散在資本家收藏的豪宅寶庫之中，故能見度可面世的數量越來越少時，大家就會覺悟，連帶也會發現劉銘侮對這世界美感價值的貢獻，而曾經充滿燦爛卻被漠視的美學，也將再度臨駕其道。

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
038
フルモサ先生のパスワード

　　中国を含めて、全世界の芸術の流行は、超現実的な抽象画の創作に心酔している時に、数多くの抽象的な作品が市場に出回っていた。それと裏腹に比較的に貴重な正規形式で作絵した作品は、資本家が持つ豪華マンションの宝庫に収蔵されて、あちこちに分散された所以、世の中では、徐徐にこれらの作品を鑑賞することが出来なくなったのである。この時に初めて、皆様は劉銘侮がこの世に対して、美学価値の領域に対する貢献が発見し始まったのである。また、以前では一度に燦爛だった美学の芸術は、現在では、たとえ一時的に無視される存在となったとしても、これからは、再びその栄光は充満する時代が必ず到来する筈である。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　　事實上，劉銘侮正以很高的智慧，巧妙地閃躲過這一個世紀黑暗潮流的誘惑，他雖然不反對超寫實抽象的藝術理想，但是認為多數人已經迷別進去了，再怎麼善勸也無法導正，因此他就反而細心地整理數千年來，人類所創作最美好成就的總和，再融入現代科學理念，和未來元素的思想，努力創作革命性又不偏邪「美」的藝術，來填補這數百年的演變，和這一時代的精神空缺。

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

　　実際には、劉銘侮は、高い智慧を使って、巧みにこの世紀にある暗い潮流の誘惑を避けて
いた。彼は超写実の抽象的な芸術の理想に反対しなかったとしても、ほかの数多くの芸術家が

すでにその迷いに負けてしまったことを知り、彼らに対しても、如何なる勧告を出しても、

効き目がなかった。それが所以に劉銘侮は、逆に細心的に人類が数千年に亘って創造して来た

最高の傑作の集大成作品を整理し、さらに現代的な科学理念に基づいて、未来元素の思想を含めて、努力的に革新性があるかつ、偏屈がない「美」の芸術を創造しようと頑張っているのである。こうした努力を通じて、この数百年来に亘っている芸術創造理念の変遷とこの時代の精神的な空白を埋めようと願っている。
　　劉銘侮預言：這種偏鋒的流行情況將不會維持多久，當東西方大眾對這些醜陋的「暴力美學」厭倦的時候，世人終會回頭來正視這樣正點「真善美」的藝術，劉銘侮衷心的希望，到那個時候，「美」的藝術空窗期所造成的傷害，還來得及彌補，不會太過度的嚴重，也沒有褪怯人們對「美」的後悔，和重拾永恒的記憶。
　末問良心無愧的催促，為了美化人間幸福的聖工，他嘔心瀝血時常從深夜到黎明，卻甘之如飴津津有味，但願世人能夠體會劉銘侮的善言密碼，讓我們在光彩中迎接美的世界。
　　劉銘侮は次のように予言をしている：　こうした偏屈な流行状況はそう長く維持することが出来ないだろう。東洋と西洋の人々は、これらの醜い「暴力美学」にきっと厭きに来た時が来るのである。その時に世の中の人々は、やがって、戻ってから本当の「真、善、美」の芸術を真正面から認識するように至る筈のである。劉銘侮は、心から期待したのは、本当にそんな時になられた場合、「美」の芸術の空白期によるダメージが最低限に止めて欲しかったのである。その補修に間に合うように期待している。人々は｢美｣に対する後悔の念が褪めて逝かないうちに再び永遠なる美の記憶を蘇られてほしいと劉銘侮は期待している。
　　良心に後悔がない催促、人間を美化させるための聖職をしている劉銘侮は、彼が深夜から
夜明けまでに苦労して創作に励んでいた。こうした重労働に甘んじて、興味津津で働くこと。

これは、すべて世の中の人々に劉銘侮からの忠告に等しいパスワードを理解して欲しい願いが

込められているのである。われわれに光彩がある環境で美の世界を迎えるように期待しているからである。
039

請欣賞

040

立體創作篇

      劉銘侮挾數十年燒陶的功力，先以混合土直接捏塑作品，在一路

成形時就順便捏空內部，憑著他洋溢的才華，揮灑著海闊天空的靈感

，待作品完成時，已經是自然中空了。

         這是他舉世無雙，獨門的創作手法。

                                                  (劉銘侮的燒陶師父)林添木1985

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
039
どうぞ、ご鑑賞をしてください。
040
立体創作編
      劉銘侮は数10年に亘って、積み重ねて来た陶磁器を焼き上がる技を使って、

先に混合土から直接に作品の形を造り上げてから、その途中についでに作品の内部を

空にする作業をして、彼なりの創作才能を発揮して、束縛なくインスピレーションを駆使し、
作品が完成された時に、作品の中身は、自然的に空となったのである。
これは、劉銘侮が持つ比類のない独特的な創作手法である。
                                              (劉銘侮の陶焼き師匠)林添木1985
041

泰皇暹羅大帝 (1998) 120X58X60 cm

042

收藏家的話

    在吳讓農教授引荐下來拜訪，大師樸實親切地接待，讓我見識到大師自然的風采。

    遠遠地就看到桌上的「舞者」，哇！多麼美的身段和曲線，那雙手臂線條的延伸，我的目光久久無法移開……

                                  (紅天鵝的收藏者)劉克強2006.5　1985
041
タイの皇帝　暹羅大帝 (1998) 120X58X60 cm
042
コレクタの話
    呉讓農 教授の推薦の下で、マスター劉を訪問した。マスター劉は親切に接待してくれた。これによって巨匠の風采を見ることが出来た。遠くから机の上に「舞踊をしているもの」が見えた。わあ！なんと美しかった体つきとシルエット、あの両手の腕線の伸びところは、私の目が長い時間に離さなかった。
                                  (紅天鵝のコレクタ)劉克強2006.5
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
043

紅天鵝(2000)55X50X86cm

044

天才

      劉銘侮是我的學生，他在六歲時提早到學校來讀書，有一天放學前，我拿了一張圖畫紙

和一盒蠟筆給他，要他拿回家好好地畫，因為他代表班上參加全校一年級的美術比賽。

      他家很窮，聽說這是他有生以來，第一次拿到蠟筆和正式的圖畫紙，簡直興奮得無以莫

名，回到家裡，很高興地搬了一張凳子，到外面的大樹下，對著夕陽晚霞，看著鄉下農家裊

裊炊煙，農夫騎著水牛要回家，還有滿天飛舞的歸鳥。

      趴在凳子上，他一筆一筆地把這些景色都畫在圖畫裡，他自己越看越是喜歡，那時候他

讀六年級的姐姐回家了，她的手上也拿著一張畫紙，原來她也代表班上參加美術比賽，當她

看到弟弟的畫，哇！弟弟你畫的好快又好美哦！拜託你幫姐姐也畫一畫好不好？

      當然好啊！他把姐姐的圖畫紙拿去，就畫了野臺戲上的紅關公，隔天他們把圖畫都交給

老師，經過評審以後，劉銘侮得了一年級全校第一名，而他姐姐得了六年級全校第一名。

邱秉述   (劉銘侮小學的老師)

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
043

紅天鵝(2000)55X50X86cm

044

天才
     劉銘侮は、私の学生です。彼は６歳の時に早めに学校に通っていた。ある日、勉強を終えて、家に帰ろうとした時に私は画用紙1枚とクレヨン1箱を彼に手渡した。私は彼にそれを持って家に帰ってから、絵をしっかり描いて、全学校の1年生を代表して、学校の美術コンクールに参加するように勧めました。劉銘侮の家は貧しい家庭であったのだが、聞いた話によると、彼は、初めてクレヨンと正式の画用紙を手にした時にもの凄く嬉しくて堪らないほどであった。家に帰ってから、すぐにも一つの椅子を持って、外の大きな木の下で、夕日と黄昏の霞
に向けて、田舎の農家からの炊煙が上昇する風景を見惚れていて、なお農民は水牛に乗って家に帰る姿や、空を飛び回って家に帰る鳥の様子も、劉銘侮の絵の中に描かれた。彼は、椅子を机として使い、また外で見かけたこうした風景の様子を細かくに自分の絵の中に描きこんだ。こうして、描いた絵が自分にも見れば見るほど、好きになって来た。その時に六年生だったの姉は、家に戻って来た。彼女の手にも1枚の画用紙があった。実は、姉も自分の六年生のクラスを代表して美術コンクールに参加する予定であった。姉は弟が描いた絵を見ると、凄い！弟が描いた絵は、早くて美しいではないかと姉が驚嘆した！それで、姉のためにも1枚の絵を描いてくれないかと弟に頼み込んだ。
　　　当然、弟はその依頼を快く受け入れた！劉銘侮は姉の画用紙を貰って、屋台の芝居に

出場される赤面関羽の姿を描いた。翌日、彼らは2枚の絵を先生達に納めて、コンクールの品評した結果、劉銘侮は一年生クラスの全校優勝を勝ち取ったほか、姉も六年生クラスの全校優勝に入賞した。

邱秉述   (劉銘侮の小學の先生)

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝                                                                                                                    045
武聖 (1996) 35X80X90 cm

045
武聖　(1996) 35X80X90 cm
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

046

懷念的童年
    小時候那個年代，是個普遍貧窮的環境，孩童們

既沒有電動玩具，也沒有遊樂器材，更不會整天膩在

電玩和電腦前面，然而那個時候的孩童們，一有空就

到戶外，大家群聚一堂，玩捉迷藏、放風箏，很多的

遊戲。常常玩得滿身泥污，但是那種快樂絕非今日孩童

所能體會，時代的變遷雖然進步，我卻深深懷念童年。

                      劉銘侮 2008.11.12
046
懐かしい少年時代
    小さい頃のあの年代には、普遍貧困の環境である。子供たちは、電動玩具がなく、遊楽の道具もないである。それが所以に一日に電動玩具やビデオゲームの前に居座ることがなく、
逆にその時代の子供たちは、暇があれば、すぐにも、家の外で皆が集めておいて、一緒に

遊びます。鬼ごっこや、凧を挙げる、数多くの遊びゲームがあった。いつも、全身に泥の汚れが付いた。だが、そんな子供遊びの快楽は、現代の子供たちにとって、なかなか体得し得ないと私は思う。時代の変遷は、進歩があったとしても、私は深く自分の童年を懐かしめた。
劉銘侮 2008.11.12
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
047

十二頑童(1989)70X30X66cm
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
047

十二の悪戯の子供(1989)70X30X66cm
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
048

雪花輕輕的悄悄的

雪花一片片地飄了過來

停在我的臉上，我的髮梢裡

又飄過去了，帶走些許餘香

還是輕輕的，悄悄的

                                                劉銘侮 1999.3.17
048
　　雪の花びらは、ひっそりと軽いペースで近寄って来る

　　雪の花びらは、1枚につれてさらに1枚、しきりに飛んでくる

　　わしの顔に止まって、わしの髪の梢に身を隠し
　　またにも、雪の花びらは、ずっと飛んで行った。僅かな残った香りを持って行かれた

　　いつもの通り、ひっそりと軽いペースで。。。

                                                劉銘侮 1999.3.17
049

國色天香 (1999) 78X55X88 cm 

050

科學與藝術

       1983年美國太空總署科學家會長，簡建堂博士和他的科學團隊，負責土星計劃，他們

建造一個太空船用火箭推進，預計數十年後太空船可抵達土星探測。

        當年簡建堂回台探親，看到媒體報導劉銘侮的作品，被故宮博物院鑑定為國寶大感驚

訝！就專程前往拜訪，而同屬基督教弟兄相見恨晚，三天兩夜中兩人在藝術與科學之間深

入探討。

        臨行前，簡建堂向劉銘侮要了一件作品，他說再不久土星的太空船就要升空，他要將

這件作品放在太空船上，也不知土星上有無生物或外星人，若則將可看到地球人類的藝術

文物，豈不妙哉！

 　　  劉銘侮覺得此舉甚美，就慨然捐贈，劇聞簡建堂博士慎重地加注文獻記載，並先送到

白宮請美國總統「雷根」先生簽名，以示慎重，再將之裝箱入櫃，希望二、三十年後，連

同其他數百件珍貴文物，可以到達外太空土星。

       經過二十幾年後(2004年)，飛往土星的太空船，終於到達目地的，並且傳回畫面，只是

電池電力已耗盡，不久之後就失去了訊息。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
049
傾国の美貌、仙女の香り (1999) 78X55X88 cm 

050
科学と芸術
　　　1983年では、アメリカのNASA科学者会長である簡建堂博士は彼の科学チームと一緒に土星探測のプロジェクトを担当した。彼らは、宇宙船を建造し、ロケットで推進させる動力とする企画をし、予定として、ロケットを発射してから数十年後に宇宙船は土星に到達し探測が始まれる。当年では、簡建堂博士は、ちょうど親族訪問のために台湾に帰国し、マスコミの
劉銘侮の作品に関する報道を見た。故宮博物院に国宝として鑑定されたことに簡博士は、感激と驚嘆をした！それから、簡博士は自ら劉銘侮を訪問し、同じくキリスト教の兄弟であるためにお互いに知り合ったのが遅かったのではないかという情熱で、二人は三日間二晩に亘って、

芸術と科学の間について深入りの意見交換をした。

　　　アメリカへ戻る直前に簡博士は、劉銘侮に１件の芸術作品を要請した。しばらくしてから土星への宇宙船が空に向けて出発するので、彼は、劉銘侮が作絵したこの作品を宇宙船

の中に入れるつもりであった。土星には、生物がいるか、ないか分からないのだが、あるいは、宇宙人などがこの地球の人類の芸術品を見てくれれば、面白いのではないか！と簡博士は言った。
　　　劉銘侮は簡博士の提言が非常に素晴らしいと思って、素直にその提言を受諾し、気前良く芸術作品を贈呈した。それから、後の情報から聞いたのだが、簡博士は、劉銘侮の芸術作品について、詳細的に文献のように記述をしてから、慎重さを示すために作品をホワイトハウスに送って、当時のアメリカ大統領だった「レーガン」氏に署名を求めた。それから作品を箱に入れて、宇宙船と一緒に空を飛んだ。二、三十年の後に、その他の数百件の貴重な人類の文物と一緒に外太空にある土星に到達できるように希望した。

　　　それから二十数年の歳月が流れた後（西暦2004年）、土星へ向かって飛び立った宇宙船がとうとう目的地に到着した。なお、その到着する画面をも地球に送り戻ったのだが、バッテリが消耗され、すぐ後にメッセージが途絶えた。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
051

嫦娥奔月(1987)45X43X100cm

052

評皇船

    燒陶發揮到這個程度，應該已經達于極限，無論創作的靈感

，或是工業技術的突破，即便是燒一片瓷磚，都有它的困難度

，而劉大師是如何將連他自己都搬不動的巨形作品，抒發到如

此淋漓盡致呢？

                                                                                              施治明 1995.6 (收藏者，前台南市長)

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
051

嫦娥奔月(1987)45X43X100cm

052

皇船を品評する
　　　陶磁器を焼き上がる技術をこれほどのレベルまでに到達できるのは、もはや、その極限に着いたと思われる。創作のインスピレーションから、あるいは、工業技術の突破という視角から考えるとそれなりの困難度がある。たとえ、1枚の陶磁器の煉瓦だけであって、それなりの難しさも予想されるのだが、いったい、マスター劉は、どうやって、自分さえ搬送できない巨大な形である作品をこれほど生き生きとした芸術表現が表せたのか？
施治明 1995.6 (コレクタ，前台南市長)
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
053

皇船(1993)108X40X112cm

056

唯美的主張

人生的目的，無論是政治、宗教，或．．．

乃至於藝術，最終的目標都是要創造幸福美滿的生活。

　　因此，如果與這一個前題相違背的話，那麼不要國家也罷，不要宗教也罷！

　　而藝術創作也該如此，如果不美，如果不賞心悅目，甚至很突兀很噁惹！

　　這樣藝術到底要幹什麼？

劉銘侮謹識

053
皇船(1993)108X40X112cm
056
耽美の主張

　　　人生の目的は、政治や宗教、或は。。。ないし芸術までに、その最終にある目的は

所詮幸せの生活を創造することである。それが所以に、仮にこの前提条件と一致しなかった
場合、それならば、国家であろうか、宗教であろうか、なしとしても構わないのではないか！

芸術の創作も同じく、仮に美しくない、あるいは、見ても感動もなかった、さらに予期しなかった悪いイメージが残されたこと！

　　　このような芸術は、必要としても何のためであろうか？

劉銘侮　敬具
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
057

神乎其技

       劉銘侮蒙著雙眼，可以在十分鐘之內，捏塑出一件栩栩如生

的人物，這樣的天才全世界絕無僅有。

059

劉銘侮年輕時投身在古典寺廟建築的藝術領域裡磨練而成

057
神の技
       劉明侮は、目隠しをしても、10分以内にリアルなキャラクターを作り出させる人物である。全世界では、このような天才が極めて稀である。

059
劉銘侮は、若い時に古典寺院建築の芸術領域に自ら身を投じて、陶画焼き上がる技術を磨きに専念し、重ねて数十年の修業を積んだ成果は本日のマスター劉となった。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
